


長久手市が関係する地域間幹線系統の概要について

地域間幹線系統とは、複数市町村をまたがる広域的なバス路線であり、かつ一

定の基準※を満たす路線である。

「 地域間幹線系統確保維持改善計画」 を策定し、国の承認を得ることにより、

国庫補助の対象として認められる。この「 地域幹線系統確保維持改善計画」 は、

愛知県バス対策協議会で協議され、国へ提出される。

Ａ 愛知医科大学病院南北線

申 出 者 名鉄バス(株)
対象利用地域 長久手市岩作地域・ 愛知医科大学病院周辺、尾張旭市本地が原

地域

特 性 鉄道駅、総合病院を結ぶ路線であり、沿線住民の鉄道駅へ接続

及び通院の足として利用されている

提 供 主 体 名鉄バス(株)
利用者数の目標 平成３１年度： 1,260,000人
系 統 図 別添１のとおり

そ の 他 平成２９年４月１日より運行開始

Ｂ 日進市くるりんばす五色園線

申 出 者 日進市（ 地域公共交通会議）

対象利用地域 日進市蟹甲町、本郷町、藤枝町、米野木町、藤島町、五色園、

北新町、折戸町

特 性 日進市役所を起点とし、日進市の北東部を経由して長久手市の

リニモ古戦場駅で折り返す日進市のコミュニティバス路線。日

進市内北東部の五色園地域等から経路上の商業施設への買い

物需要にも対応

提 供 主 体 日進市が名鉄バス(株)に委託
利用者数の目標 平成３１年度： 47,923人
系 統 図 別添２のとおり



Ｃ 日進中央線

申 出 者 名鉄バス(株)
対象利用地域 朝田地域、岩崎地域、竹の山地域

特 性 日進市役所を起点とし、日進市の北西部を経由して長久手市の

リニモ古戦場駅で折り返す日進市の名鉄バス路線。日進市内北

西部部の竹の山地域等から経路上の商業施設への買い物需要

にも対応

提 供 主 体 名鉄バス(株)
利用者数の目標 平成３１年度： 73,000人
系 統 図 別添２のとおり

Ｄ 尾張旭市営バス 東ルート

申 出 者 尾張旭市

対象利用地域 尾張旭市東部地域、瀬戸市西端部地域、長久手市愛知医科大学

地域

特 性 尾張旭市役所を起点とし、尾張旭東部を巡回し、愛知医科大学

病院を経由する。尾張旭市のコミュニティバス路線。

提 供 主 体 豊栄交通(株)
利用者数の目標 平成３１年度： 128,000人
系 統 図 別添３のとおり

Ｅ 尾張旭市営バス 西ルート

申 出 者 尾張旭市

対象利用地域 尾張旭市西部地域、名古屋市守山区本地が丘地域、長久手市愛

知医科大学地域

特 性 尾張旭市役所を起点とし、尾張旭西部を巡回し、愛知医科大学

病院を経由する。尾張旭市のコミュニティバス路線。

提 供 主 体 豊栄交通(株)
利用者数の目標 平成３１年度： 109,000人
系 統 図 別添３のとおり



Ｆ 本地ヶ原線

申 出 者 瀬戸市

対象利用地域 名古屋市藤が丘駅周辺、尾張旭市本地ヶ原地域、長久手市岩作

地域・ 愛知医科大学病院周辺、瀬戸市尾張瀬戸駅周辺・ 本地地

域

特 性 藤が丘駅（ 名古屋市）と尾張瀬戸駅（ 瀬戸市）を結ぶとともに、

総合病院（ 愛知医科大学病院）で他の幹線系統やコミュニティ

バス等と接続している。

提 供 主 体 名鉄バス(株）
利用者数の目標 平成３１年度： 117,000人
系 統 図 別添４のとおり

※ 一定の基準とは、

・ 複数市町村にまたがること

・ １日あたりの輸送量が15人以上150人以下であること
・ 行政広域圏の中心市町村等にアクセスすること

・ １日あたりの運行回数が３回以上であること など
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